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Abstract :ULPD antennas have a low profile but a narrow 

bandwidth. In this paper, we compare the reflection 

characteristics of ULPD antennas with different parasitic 

element shapes. As a result, we found that the area of the 

parasitic element contributes to broadening the bandwidth. 

 

１． まえがき 

反射板上に近接配置されたダイポールアンテナとし

て ULPD(Ultra Low Profile Dipole)アンテナが知られて

いる[1]．低姿勢であるが，狭帯域な課題がある．先に，

無給電素子を三角形状としたときの広帯域化が検討さ

れている[2]．本稿では，無給電素子を他の形状にする

ことで広帯域化が可能か検討したので報告する． 

２． 解析モデル 

図 1 に解析モデルを示す．ULPD アンテナは，同軸

線路を L 型に曲げ，片方を無給電素子とした構造であ

る．設計周波数は 1GHz とする．図 2 に検討した無給

電素子の形状を示す．それぞれの形状について地板か

らの高さ h=10mm，30mm で，反射特性(S11= -10dB以

下)の比帯域を計算する．このとき，同軸ケーブルの内

導体露出長ℓは比帯域が最大となるように決定した．無

給電素子の厚さ d は同軸ケーブルの直径に合わせた．

無給電素子の長さ a は 75mm で統一した．なお，図 2

中の黒い点は同軸外導体と接する部分である． 

３． 結果 

図 3 に h=10mm，30mm での各無給電素子における

比帯域を示す．h=10mm ではどの形の無給電素子でも

1.1～1.5％の比帯域が得られ，あまり差がなかった．               

一方で h=30mm では，円や半円， 正方形のときに比

帯域 5％以上が得られた．グラフの左側の無給電素子

は面積が小さいが，グラフの右側の無給電素子は面積

が大きいことから，無給電素子の面積が大きいほど，

広帯域化につながると考えられる． 

４． まとめ 

ULPD アンテナの無給電素子の形状変化における広

帯域化について検討した．結果，無給電素子の面積の

大きさが広帯域化に寄与することが分かった．三角形

状の他に円や半円形状でも同等の広帯域化を確認した． 

 

図 1 解析モデル 

 

 

図 2 無給電素子の形状 

 

 

図 3 各無給電素子における比帯域 
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